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雨の多い季節になりました。春から夏にかけて、雨がたく
あめ おお き せつ はる なつ あめ

さんふりますが、この時期のことを「梅雨」と言います。私
じ き つ ゆ い わたし

たちにとってはじめじめした天気が続いて、気持ちもはれな
てん き つづ き も

い季節ですが、植物にとってはとても大切な雨。この後、夏が来ると雨が少なくなりま
き せつ しよくぶつ たいせつ あめ あと なつ く あめ すく

すから、水不足にならないように、この梅雨の間に水をためておくこともとても大切な
みず ぶ そく つ ゆ あいだ みず たいせつ

ことのです。

私の住んでいる埼玉県宮代町は、今でも自然豊かなところです。毎朝学校へ来るため
わたし す さいたまけんみやしろまち いま し ぜんゆた まいあさがつこう く

に電車の駅に向かって急いでいると、雨の後などはよくカタツムリが道の上をはっていま
でんしや えき む いそ あめ あと みち うえ

す。あやうく踏んづけてしまいそうになるので注意して歩いています。
ふ ちゆう い ある

そんなカタツムリを見ると思い出すのが、新美南吉さんが書いた小
み おも だ にい み なんきち か ちい

さい子供向けの童話『でんでんむしのかなしみ』です。あるとき、一匹
こ ども む どう わ いちぴき

のカタツムリが、ふとした拍子に大変なことに気がついてしまいま
ひよう し たいへん き

す。

「自分が背負っているからの中には、なんと悲しみがいっぱいつま
じ ぶん せ お なか かな

っているではないか！」

びっくりして、とても悲しくなって、そのカタツムリは友達のところを訪ね歩き、こん
かな ともだち たず ある

な悲しみをかかえていては、もう生きていかれないと相談します。しかし、ほかのカタツ
かな い そうだん

ムリから返ってきた言葉は、「私も同じです。私のからの中にも悲しみがいっぱいつま
かえ こと ば わたし おな わたし なか かな

っています。」というものでした。カタツムリは、ほかのカタツムリもみんな悲しみをか
かな

かえてがんばって生きているんだなと気づき、それからは自分もなげくのをやめ、前を向
い き じ ぶん まえ む

いて生きていこうと決意します。
い けつ い

令和２年度に『てぶくろを買いに』という作品を課題にしました。新美南吉さんのつく
れい わ ねん ど か さくひん か だい にい み なんきち

る童話は、こころがあたたかくなる作品が多いのですが、この作品はめずらしく、とても
どう わ さくひん おお さくひん

きびしい現実が、ひらがなだけでつづられています。
げんじつ

新美南吉さんは大正２年７月、愛知県知多郡半田町（現在の半田市）に生まれました。
にい み なんきち たいしよう ねん あい ち けん ち た ぐんはん だ ちよう げんざい はん だ し う

幼くして母を亡くし、養子に出されるなど寂しい子ども時代を送り、大人になってから
おさな はは な よう し だ さび こ じ だい おく

は健康に恵まれず、初めての童話集を出した翌年に２９歳でこの世を去りました。
けんこう めぐ はじ どう わ しゆう だ よくねん さい よ さ

５，６月の英語の暗唱は、『この素晴らしき世界』
えい ご あんしょう

バラの咲く頃になると思い出す歌です。以前、この歌の１番の歌詞を課題
さ ころ おも だ うた い ぜん うた ばん か し か だい

に出したことがありますが、今回は歌のサビの部分に挑戦してもらいま
だ こんかい うた ぶ ぶん ちようせん

す。１年生もタブレットが配布されたので、動画も見ながら練習できる
ねんせい はい ふ どう が み れんしゆう

といいですね。

新美南吉（にいみなんきち）


